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コ
ロ
ナ
感
染
後
五
年
が
経
過
し
二
〇
二
三
年
五
月
よ
り

一
般
感
染
症

（五
類
分
類
）
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
施
設
や
密
な
環
境
下
で
は
、
今
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
感
染

に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
温
暖
化
現
象
か
ら
、

気
象
異
常
が
各
地
で
異
変
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。
夏
の
台

風
は
大
型
化
し
線
状
降
水
帯
と
相
ま

っ
て
集
落
の
水
没
や

孤
立
化
、
冬
は
大
雪
に
よ
る
雪
崩
や
交
通
渋
滞
な
ど
、
交

通
機
関
の
混
乱
等
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

世
界
で
は
、
ロ
シ
ア

・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
聞
争
は
、
種
々
の

報
道
か
ら
察
し
ロ
シ
ア
の
強
引
す
ぎ
る
領
土
略
奪
の
よ
う

に
映

っ
て
い
ま
し
た
？
　
ま
た
、
パ
レ
ス
チ
ナ

（地
中
海

東
部
沿
岸
地
域
）
紛
争
も
多
く
の
市
民
が
犠
牲
と
な
り
可

哀
そ
う
で
、
早
く
解
決
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。
こ

の
よ
う
な
時
代
に
あ

っ
て
、
茶
の
湯
の
精
神
は
、
ピ
リ
ピ

リ
し
た
ス
ト
レ
ス
社
会
で
生
活
す
る
人
々
の
気
持
ち
を
和

ま
せ
る
上
に
、
大
変
有
用
な
活
動
と
思
わ
れ
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
表
千
家
同
門
会
大
分
県
支
部
の
活
動
に
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
令
和
九
年
四
月
に
は
大
分
県
支
部
六
十
周
年
事
業
が

表
千
家
同
門
会
大
分
県
支
部

支
部
長
　
畑

洋

開
催
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
と

一
緒
に

準
備
に
取
り
掛
か

っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
、
支
部
長
二
年

目
の
昨
年
は
、
可
能
な
限
り
茶
会

へ
の
出
席
を
心
掛
け
て

い
ま
し
た
。

●
表
千
家
・家
元
襲
名
披
露
茶
事
に
三
月
二
十
四
日

（日
）

に
参
加

い
た
し
ま
し
た
。
少
人
数
で
の
開
催
で
、
正

客

【
西
高
辻
信
良

（
ニ
シ
タ
カ
ツ
ジ
　
ノ
ブ
ョ
シ
、
菅

原
道
真
三
九
代

【
太
宰
府
最
高
顧
問
）
以
下
五
名
が
招

待
を
受
け
出
席
し
ま
し
た
。
午
前

一
一
時
か
ら
約
四
時

間
、
普
段
は
入
室
も
で
き
な
い
不
審
庵
は
、
こ
の
日
の

た
め
昔
の
茶
会
さ
な
が
ら
に
準
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

家
元

（
一
五
代
猶
有
斎

・
宗
左
）
自
ら
不
審
庵
の
解
説

と
、
明
か
り
の
無
い
昔
の
ま
ま
の
お
も
て
な
し
で
お
茶

の
振
る
舞
い
を
受
け
、
全
員
が
大
感
激
で
し
た
。

●
太
宰
府
天
満
宮
献
茶
祭
　
（太
宰
府
、
福
岡
）

四
月

十
四
日

（日
）

お
家
元
献
茶
式
並
び
に
茶
会

へ
参
加
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
久
々
に
大
学
府
を
歩
き
回
り
そ
の
変
貌
に
驚
き
、

茶
会
は
新
鮮
な
こ
と
ば
か
り
で
大
変
で
し
た
が
、
お
茶

の
線
の
深
さ
を
感
じ
勉
強
に
な
り
ま
し
た
・…。
一
■
一
Ｉ
一

●
喜
寿
表
彰
の
招
待
を
受
け
た
お
祝
い
の
会
が
京
都
国
際

会
議
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
二
十
五
日
入
土
ド
．

全
国
で

一
〇
〇
〇
名
以
上
の
受
賞
者
Ｃ
じ
た
が
約
一

七
〇
〇
名
が
京
都
国
際
会
議
場
へ
集
結
し
ま‐
し
た
。
昭
一

和
二
三
年
生
ま
れ
は
団
塊
世
代
の
真
中
で
人
数
∫
最
多
一

で
、
喜
寿
を
迎
え
た
支
部
長
人
名
は
壇
上
で
家
元
か
ら

直
々
に
お
祝
を
受
け
、
続
い
て
各
県
の
代
表
者
が
各

一

名
登
壇
し
て
祝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
は
大
会

一

場
に
七
〇
〇
名
が
集
い
、
家
元
お
よ
び
内
弟
子
を
囲
ん
一

だ
食
事
会
で
は
和
や
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
ま
し
た
。
昼

食
後
の
お
茶
会
は
、
国
際
会
議
場
庭
園
ｔこ‐
み
る
松
下
幸

之
助
さ
ん
寄
贈
の
お
茶
室
を
中
心
に
、
庭
園
の
中
に
テ

ン
ト
が
張
ら
れ
、
京
都
支
部
の
皆
様
が
準
備
さ
れ
た
お

茶
会
が
開
催
さ
れ
、
喜
寿
祝
を
思
い
思
い
に
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

●
表
千
家

・
総
会

（家
元
・
残
月
亭
、
北
山
会
館
、
京
都
）

六
月
六
日

（木
）

●
山
口
県
七
十
周
年
記
念
式
典

（十
月
二
十
五
日
）
が
山

口
県
長
門
湯
本
温
泉
の
大
谷
山
荘
で
開
催
さ
れ
た
。

●
京
都
や
東
京
の
初
釜
に
出
席
で
き
ず
、
太
宰
府
九
州
茶

道
館
初
釜
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
土
曜
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
参
道
は
人
込
み
で
浴
れ
か
え

つ
て
い
ま
し

た
。

多
く
の
行
事
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
、
家
元
や
家
族

一

門
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
も
再
々
あ
り
ま
し
た
。
表
千
家

の
各
行
事
に
出
席
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、
家
元
が
支
部
長

や
会
員
を
大
切
に
思
い
、
優
し
く
接
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

従

っ
て
、
宗
匠
や
関
係
者
の
方
々
も
同
様
に
気
付
き
も
よ

く
動
作
が
キ
ビ
キ
ビ
し
て
い
て
気
持
ち
が
よ
い
。

表
千
家

。
大
分
支
部
に
お
い
て
は
会
員
皆
様
方
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
令
和
六
年
度
行
事
は
、
ほ
ぼ
全
て
開
催
さ
れ

無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
も
引
き
続

き
、
茶
道
の
精
神
を
大
切
に
し
、
支
部
活
動
も
よ
り
充
実

し
て
ゆ
く
こ
と
を
お
祈
ヶ
申
し
上
げ
ま
す
。

>｀
｀

ヒ

あ

い

さ

つ
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令和 7年 6月 大分支部だより 第 34号 (2)
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曽 鹿 立
我 瀬 川
島
和 元 康
美 子 子

農

各

種

表

彰

受

賞

者

Ω
ゾ
労
者

Ω
翠

寿

表

彰

者

奪

和
五
年
こ

宇
鐘
高
聞
鑢
匡
鳳
釜
　
一一　
青
一年
部
一総‥
会
ど
茶
会

Ｌ

■

■

Ｆ

出

罵

配

口

幻
雷

「

「

令
和
六
年
四
月
二
十
八
日

（
日
）
、

新
緑
も
鮮
や
か
な
宇
佐
神
宮
で
釜
が
か

け
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
ふ
班
▼

（令
和
五
年
度
）

中
園
れ
い
子

佐
賀
　
恵
子

森
崎
　
絹
子

佐
藤
美
智
江

一
宮
美
和
子

米
持
　
絹
子

Ω
ワ
労
者
（令
和
六
年
度
）

羽
山
　
賢
二

橋
本
　
紘
呼

田
村
　
和
子

橋
本
リ
ツ
子

後
藤
　
栄
子

安
部
竹
崎
曽
根
矢
野

民
子
静
子
敦
子
勝
代

Ω
印
寿
表
彰
者

奪
型
ハ年
こ

板
林
　
君
代
　
　
田
中
　
一浮
子

一
宮
美
和
子

工
藤
　
米
美

相
野
　
幹
代

橋
本
リ
ツ
子
　
　
雨
辺
　
明
子

板
井
ツ
ヤ
子
　
　
森
長
　
静
江

小
池
　
道
子
　
　
中
村
美
恵
子

玉
田
加
代
子
　
　
上
原
　
光
子

小
田
　
良
子
　
　
畑
　
　
洋

一

本
年
数
え
７８
歳
以
上
の
方

吹
上
恵
美
子
　
　
石
井
　
　
光

福
田
　
茂
子
　
　
谷
口
員
知
子

（敬
称
略
）

原
口
　
洋
子

甲
斐
久
美
子

佐
藤
　
政
美

卜

■

露

融

四

■

悪

握

口

■

田

閤

一一
　

窮
餌
Ｅ
■
罠
閣
餌
要
工
醤
饂
雷
口
■
■
嘱

・
Ｊ

ゝ
田
田
ヨ
■
日
踵
白
口
■
呵
〓
奮

．　
　
一　

■
百
目
曖
四
Ｌ
四
霞
田
■
弓
１

濃
茶
席
　
直
礼
殿

栗
谷
小
夜
子

原
口
　
洋
子

薄
茶
席
　
参
集
殿

榎
園
ま
さ
子

川
端
　
恵
子

令
和
六
年
五
月
十
九
日
、
宇
佐
市
勤
労
者
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

（さ
ん
さ
ん
館
）
に
て
、
第
三
十
人
回
表
千
家
大

分
県
青
年
部
総
会

・
茶
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
爽
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
先
生

方

・
ご
来
場
者
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
は
私
が
部
長
に
な
り
初
め
て
企
画
す
る
総
会
茶

会
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ

も
あ

っ
た
と
は
思
い
ま

す
が
、
皆
様
が
温
か
く

見
守

っ
て
く
だ
さ
つ
た

お
か
げ
で
、　
一
席
目
か

ら
笑
い
の
絶
え
な
い
和

や
か
な
お
席
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
新
入
部
員

の
初
々
し
い
お
点
前
も

あ
り
、
終
始
明
る
い
茶

会
と
な
り
ま
し
た
。
（後
藤
）



(3)令和 7年 6月 大分支部だより 第 34号

資
格
者
講
習
△“
沖
攘

一一一一一・

令
和
六
年
六
月
二
十
九
日

（土
）
、
能
楽
堂
に
て
資
格
者

講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
田
行
芳
宗
匠
を
お
迎
え

し
、
宇
佐

・
高
田
地
区

「茶

通
箱
」
、
大
分
地
区

「薄
茶
」

の
解
説
、
ご
指
導
を
賜
り
ま

し
た
。

根泰千家同 分県

取同門会六分県支
総

沖

△
否

そ

前
日
に
引
き
続
き
、
能
楽
堂
に
て
総
会

・

一
般
講
習
会
が
持
た
れ
ま
し
た
。
畑
洋

一
支

部
長
挨
拶
の
後
、
各
表
彰
や
事
業
、
決
算
報

告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
講
習
会

・
娑
一
！か

持

総
会
終
了
後
、
菅
田
行
芳
宗
匠
に
よ
る

「
了
々
斎
の
話
」

の
講
話
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
話
後
、
佐
伯
地
区

「濃
茶
」
、
別
府
地
区

「後
炭
」
、

中
津
地
区

「薄
茶

（替
茶
碗
と

の
ご
指
導
を
賜
り
ま
し

た
。
後
炭
で
は
ズ
ー
ム
画
面
を
多
く
取
り
入
れ
て
く
だ
さ

り
、
残
炭
の
使
い
方
、
配
置
な
ど
大
変
わ
か
り
や
す
く
解

説
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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|ヽ

(
や

"

二
一

1
脅

・

ゴ

卒

歌

V

‖

募

ネ



令和 7年 6月 大分支部だより 第 34号 (4)

氏

学
校
茶
道
合
日
茶
会

，
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一・
）

一
　

　

　

　

　

　

　

　

．
　

　

し
　

．

令
和
六
年
八
月
四
日
、
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
に
て
高
校
生
。

小
学
生
に
よ
る
茶
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

緊
張
の
中
、
学
生
の
お
点
前
と
後
見
に
感
動
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
も
多
か

っ
た
で
す
。

そ
れ
を
温
か
く
見
守

っ
て
く
だ
さ

っ
た
お
客
様
に
も
感

謝
い
た
し
ま
す
。

学
生
た
ち
の
成
長
に
心
が
和
ん
だ

一
日
で
し
た
。

暑
い
中
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

４
・

晩

■

Ｂ

Ｌ

園

医

罠

圏

■

口

薗

爾

Ｆ
‐‥
』

園

■

臣

田

■

■

隠

■

■

■

■

■

■

題

■

ｒ

ｒ

臨

Ｅ

七
夕
納
凍
茶
会

天

然

忌

Ｌ
オ〓
　
警
一韓
鍵
▼　
鶏
』Ｖ
撃
・　
言
　
一
■
　
主
一ｉ
工
　
一」
中
一゙

　
ヤ
一一
Ｌ
・　
一一
■
■
一　
れ
一勁
健
▼
　
猫
れＹ
輩
　
〓
　
ギ
一

令
和
六
年
九
月
二
十
二
日
　
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル

で
天
然
忌
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

畑
支
部
長
、
山
根
先
生
を
お
迎
え
し
、
隈
事
務
長
の
供

茶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

花
寄
せ

（宇
佐

。
高
田
地
区
）

且
　
座

（竹
田

。
三
重
地
区
）

花
　
月

（大
分
地
区
）

で
七
事
を
行
い
ま
し
た
。

部
】
■
■
■
田
■
■
■
■
要
弱
霞
　
ｒ
■
■
四
蝠
■
“
田
□
田
餌
緬
“
田
田
■
■
国
ｄ
■
■
■
「
「
ｕ
ｎ
閉
四
田
的
聾
喩
田
Щ
■
駆
↓
コ
ね
雲
ラ
静
】
口
■
■
田
■
“
■
一

令
和
六
年
八
月
四
日

（日
）
、
コ
ン
パ
ル
ホ
ー

ル
集
会
室
に
て
納
涼
茶

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
も
多
く
の
お
客

様
に
ご
来
場
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今

回

の
テ
ー

マ
は

「
ま

つ
り
」

で
す
。
お

道
具
を
は
じ
め
設
え
も

遊
び
心
あ
る
も

の
で
工

夫
を
し
ま
し
た
。

手
作
り
の
お
道
具
も

年

々
増
え
て
い
っ
て
い

ま
す
。
茶
道
を
さ
れ
た
こ
と

の
な

い
方
に
も
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
お
席
を

こ
れ
か
ら
も
作

っ
て
い
き
ま
す
。

（後
藤
）
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(5)令和 7年 6月 大分支部だより 第 34号

駒
´
一‥
■
干
　
Ч
ヽ
切
留
斎
▼
密
ギ
　
＼
Ａ
鹸
【

令
和
六
年
十
月

四

日
、
能
楽
堂
で
大
分
官

崎
合
同
教
授
者
講
習
、会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

菅
田
浩
行
宗
匠
の
ご

指
導

の
も
と
床

の
間
、

掛
物
、
花
入
の
解
説
、

受
講
生
に
よ
る
軸
飾
、

花
所
望

（大
分
）
、
濃

茶

（宮
崎
）
の
実
技
講

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

れ

鶯

％

輪

躍

ｄ

毒

襄

〓聴

教

授

者

講

習

会

一　
中

津
　
日

釜

ユ
●
‐
ケ
　

ヽ
貯
ｎ
〕
↓

，■
潤
ａ
｛
金
″
　
　
　
　
　
“
【
鷹
閉
″

」
ｐ
Ｅ
心

露

臣

　

ｌｉ
理

厨

藩

西

コ

■

ピ

働

■

「

「
雪

磁

亀

幽

田

西

菌

■

田

屋

日

■

盟

爾

斗

■

Ｎ

令
和
六
年
十
月
二
十
七
日

（日
）
、　
心
配
し
て
い
た
雨

も
最
後
の
お
席
ま
で
な
ん
と
か
持
ち
、
早
朝
よ
り
大
分
県

下
の
先
生
方
が
大
勢
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
山

口
周
年
行
事
に
参
加
さ
れ
た
方
々
も
お
忙
し
い
中
出
席
し

て
い
た
だ
き
充
実
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

濃
茶
席

（木
村
記
念
美
術
館
）

小
野
洋
子

・
植
山
な
ぎ
さ

薄
茶
席

（中
津
市
歴
史
博
物
館
）

森
谷
瑞
枝

・
小
倉
委
津
子

皆
様
の
お
か
げ
で

和
や
か
な
お
茶
席
を

無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
担
当
の
先

生
方
も
大
層
喜
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

蛙 二 才

ア

|

こ u

さ

令
和
六
年
十
二
月
八
日
、
大
分
市
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
に

て
慈
善
茶
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
室

・
立
礼
席
の
薄

茶
二
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

沢
山
の
皆
様
に
お
越

し

い
た
だ
き
、
「
お
茶

が
熟
く
て
美
味
し
い
」

と
の
言
葉
が
た
く
さ
ん

聞
か
れ
た
こ
と
は
、
何

よ
り
う
れ
し
い
こ
と
で

し
た
。
茶
会
の
収
益
金
は
大

分
合
同
福
祉
事
業
国
に

寄
付
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
方
の

ご
協
力
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

慈
善
茶
会

h

隠

工  季

iヽ i
併
宇

，

ヨ

a

f魅

駕
0

ρ



令和 7年 6月 大分支部だより 第 34号
′
(6)

ど
ノツ
′
′
／
一ヽ
ヽ
ヽ
●
凸
′
ツ
′
′
／
一ヽ
ヽ
ヽ
、ヽ
凸
フ
々
′
ｒ
″
一ヽ
ゝ
ヽ
０
凸
ノ
ツ
′
′
″
一ヽ
ヽ
ヽ
い
ヽ
フ
均
′
′
″
一＼
ヽ
ヽ
い
ヽ
〕
巧
′
′
″
一ヽ
ヽ
ヽ

ゆ

性

忌
≡

一ヽ

ヽ
ヽ
、
ヽ
中／
ン
′
ｆ
″
一ヽ

ヽ
ヽ
、
ヽ
一／
ン
′
′
″
い
ヽ
ヽ
ヽ
、
ヽ
一／
ン
′
′
′
一ヽ

ゝヽ
、
ヽ
一／
″
′
〓
″
一ヽ

ゝ
ヽ
、
ヽ
一／
ン
フ
ア
″
一ヽ

ゝ
ヽ
、
ヽ
一／
″
′

令
和
七
年
三
月
二
日
、
大
分
市
能
楽
堂
に
て
利
休
忌
が

多
く
の
会
員
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。正
客
に
畑
洋

一
支
部
長
、
次
客
に
は
山
根
美
智
子
先
生

を
お
迎
え
し
、
高
原
静
代
副
支
部
長
に
よ
る
供
茶
で
会
が

始
ま
り
ま
し
た
。

「
廻
り
花
」
を
別

府
地
区
、
「
茶

カ

ブ
キ
」
を
佐
伯
地

区
、
「
花
月
」
を

中
津
地
区
が
担
当

し
、
披
露
さ
れ
ま

し
た
。添

″
夕
〔
２
〕

η
鬱
ヵ
わ
工
体

Ｔ
う
か

，
４
，
っ
五
ワ

な

い

，
ｔｒ

み

分

卒
争

欺

，
２ヽ

と

官
れ
ヽ
げ
法
Ｊ
，

″
″
島

官

周
一年
行
一事
一報
告

ｉ
耳
一一・一一鶏
・

令
和
六
年
度
は
、
山
口

・
熊
本

・
長
崎
の
各
県
の
周
年

行
事
、
祝
賀
会

・
献
茶
式

・
記
念
茶
会
に
多
く
の
支
部
役

員
で
参
加
致
し
ま
し
た
。

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

又
、
北
カ
リ
フ
オ
ル
ニ
ア
支
部
の
行
事
に
も
二
名
の
方

が
出
席
し
ま
し
た
の
で
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

北
一加
支
一部
・設
立
五
・

北
加
支
部
設
立
五
十
周
年
記
念
式
典
が
令
和
六
年
六
月

十
五
日
、
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
。
国
連
憲
章
が
調
印
さ

れ
た
ハ
ー
ブ
ス
ト
シ
ア
タ
ー
で
お
家
元
に
よ
る
献
茶
が
行

わ
れ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
長
か
ら

「六
月
十
五
日
を

表
千
家
同
門
会
北
加

支
部
の
日
」
と
宣
言

さ
れ
、
大
い
に
会
場

を
沸
か
し
た
。
長
年

の
地
元
の
方
々
の
貢

献
が
実
を
結
ん
だ
瞬

間
で
も
あ

っ
た
。

一次
の
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
お
家
元
の

流
暢

な
英
語

の
ス

ピ
ー
チ
に
感
心
し
、
ス
タ
ン
フ
オ
ー
ド
大
学
の
ジ
ャ
ズ
演

奏
を
聴
き
な
が
ら
の
会
食
。

二
日
目
は
、
日
本
町
に
あ
る
観
桑
庵
で
お
濃
茶
を
い
た

だ
い
た
。
お
家
元
御

一
行
と
同
席
と
な
り
、
お
家
元
と
ご

亭
主
の
や
り
と
り
が
伺
え
幸
せ
な
ひ
と
時
で
あ

つ
た
。
お

薄
席
は
ア
ジ
ア
美
術
館
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
市
庁
舎
や

オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
な
ど
目
を
見
張
る
建
物
が
四
方
に
あ
る
。

立
礼
席
は
オ
フ
ィ
サ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
。
男
子
の
き
り

っ
と

し
た
お
点
前
だ

っ
た
。

出
て
く
る
お
菓
子
は
ど
の
席
も
在
住

の
和
菓
子
屋
製

で
、
日
本
の
も
の
よ
り
は
少
し
甘
め
で
は
あ

っ
た
が
、
ど

れ
も
お
い
し
く
い
た
だ
い
た
。

コ
ロ
ナ
が
明
け
て
や
っ
と
開
催
さ
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
で
の
お
茶
会
を
十
分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
（秋
月
）

符
参
漁
分



(7)令和 7年 6月 大分支部だより 第 34号

山
口
県
支
部
設
立

§

輩

青
年
部
設
立

二
十
五
塵
毎

令
和
六
年
十
月
二
十
五
・六
日
畑
支
部
長
を
は
じ
め
支

部
役
員
十
五
名
で
参
加
致
し
ま
し
た
。

湯
本
の
大
寧
寺
本
堂
で
の
お
献
茶
濃
茶
席
で
は
、
猶
々

斎
宗
匠
と
同
じ
お
席
で
し
た
。
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気

で
、
よ
り
い
っ
そ
う
美
味
し
く
お
茶
を
頂
き
ま
し
た
。

前
日
に
祝
賀
会
の
行
わ
れ
た
大
谷
山
荘
は
、
薄
茶
席
、

青
年
部
席
、
点
心
席
で
し
た
。

青
年
部
席
の
席
主
は
当
代

（十
六
代
）
の
坂
倉
新
兵
衛

さ
ん
、
坂
高
麗
左
衛
門

（十
五
代
）
さ
ん
の
お
運
び
と
、

山
口
の
お
席
を
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

令
和
六
年
十

一
月
六
・七
日
、
祝
賀
会
は
二
十
名
が
出

席
し
、
お
祝
い
致
し
ま
し
た
。

藤
崎
人
熔
宮
の
お
献
茶

白
川
公
園
海
月
庵
の
濃
茶
席

国
際
交
流
会
館
で
の
薄
茶

生
目
年
部
席

い
ず
れ
も
珍
し
い
お
品
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
お
品
に
お
も

て
な
し
を
感
じ
ま
し
た
。

熊
本
豪
雨
か
ら
四
年
、　
記
念
品
は
復
興
支
援
の
人
吉

特
産
の
欅
の
お
盆
で
し
た
。

早
速
、
慈
菩
茶
会
の
立
礼
席
の
菓
子
器
に
使
い
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
三
月
七
・八
日
、
畑
支
部
長
を
始
め
、
十
人

名
で
参
加
致
し
ま
し
た
。

七
日
、
猶
々
斎
宗
匠
自
ら
爆
心
地
に
花
輪

。
そ
れ
ぞ
れ

の
支
部
か
ら
届
ら
れ
た
二
万
羽
の
折
り
鶴
が
供
え
ら
れ
ま

し
た
。
祝
賀
会
は
コ
ロ
ナ
で
延
期
が
続
き
、
五
年
を
経
て
開
催

出
来
る
喜
び
と
平
和
を
願
う
挨
拶
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。
又
、
迫
力
あ
る
蛇
踊
り
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

長
崎
駅
前
の
出
島
メ
ッ
セ
で
記
念
茶
会
が
あ
り
、
モ
ダ

ン
な
建
物
と
そ
れ
ぞ
れ
の
お
席
の
異
空
間
が
新
鮮
で
し

た
。お
献
茶
は
被
曝
八
十
年
に
合
わ
せ
て
、
初
め
て
浦
上
天

主
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
ご
そ
か
な
式
に
、
三
百
人
出

席

の
会
員

の
心
が

一
つ
に
な

る
よ
う
な
静
寂
と
、
身
の
震
え

る
様
な
感
動
が
あ
り
、
お
茶
で

つ
な
が
る
平
和

へ
の
願

い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

―

平

ｉ
歯
申
】碧
違
―

　

，
．
．

１
・

熊
本
県
支
部
設
立

寺
年
離
設
す
隆
一十

長
一山奇！‐
県
支
部
設
立
工（
十
五
晦
墓
菅

青
年
部
設
立
十
五
日
午



令和 7年 6月 大分支部だより 第 34号 (8)

毛
洗
駐
呼
馨
０
職
舞
聾
ぜ
婁

同
門
会
入
会
の
お
す
す
め

大
分
県
支
部
の
会
員
は
毎
年
減
少

し
て
い
ま
す
。
同
門
会
の
充
実
、
活

性
化
、
若
い
世
代
の
育
成
の
た
め
入

会
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

入
会
の
資
格
は
①
不
審
庵
に
入
門

し
て
い
る
こ
と
②
会
員

（先
生
）
の

し
ょ
う
か
い
が
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。
入
会
申
請
書
は
各
先
生
方
に
ご

請
求
く
だ
さ
い
。

入
会
す
る
と
本
部
よ
り
月
刊
誌

「
同
門
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

各
種
講
習
会
や
全
国
大
会
な
ど
に
参

加
で
き
ま
す
。
同
門
会
は

一
年
を
通

し
て
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

甚
寿
表
彰
に
つ
い
て

令
和
八
年
度
、毎
寿
表
彰
該
当
の
方

一
、
昭
和
二
十
五
年
の
お
生
ま
れ
で
、

同
門
会
に
継
続
し
て
二
十
年
以

上
在
籍

（平
成
十
八
年
以
前
に

・〈
八
本
）

二
、
昭
和
二
十
四
年
以
前
の
お
生
ま

れ
で
、
同
門
会

に
継
続
し
て

二
十
年
以
上
在
籍

（平
成
十
八

年
以
前
に
入
会
の
方
）

一
に
該
当
す
る
方
は
京
都
に
て
執

り
行
わ
れ
る

「
甚
寿
お
祝

い
の
会
」

で
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
Ｔ
枇
寿
お
祝

い
の
会
」
に
出
席

で
き
な
い
方
は
、
支
部
総
会
の
席
上

に
て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

二
に
該
当
す
る
方
は
、
支
部
総
会

の
席
上
で

「甚
寿
表
彰
」
を
行
い
ま

す
。
表
彰
を
ご
希
望
の
方
は
、
ハ
ガ

キ
に

「甚
寿
表
彰
希
望
」
と
し
、
次

の
項
目
を
記
入
の
上
、
本
部
事
務
局

ま
で
申
請
用
紙
を
ご
請
求
下
さ
い
。

Ｏ
記
入
項
目

所
属
支
部
、
会
員
呑
号

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

な
お
、
申
請
に
つ
い
て
は
、
令
和

七
年
十
二
月
末
日
ま
で
に
、
本
部
事

務
局
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

「表
彰
制
度
」
に
つ
い
て

表
千
家
同
門
会
で
は
、
会
員
の
皆

様

へ
の
永
年
に
わ
た
る
本
部

へ
の
功

労
や
功
績
を
顕
彰
す
る
制
度
を
設
け

て
お
り
ま
す
。
概
要
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
「支
部
特
別
功
労
者
」
表
彰

支
部
の
役
員
を
通
算
三
期
九
年
以

上
就
任
し
て
、
支
部
長
が
特
に
功
労

を
必
要
と
認
め
た
方
に
対
し
、
名
誉

会
長
並
び
に
理
事
長
表
彰
と
し
て
、

支
部
総
会
の
席
上
に
て
表
彰
を
行
い

ま
す
。

二
、
「支
部
功
労
者
」

本
部
行
事
や
、
支
部
行
事
、
地
域

文
化
の
振
興
な
ど
、
様
々
な
分
野
に

お
い
て
特
に
功
労
の
あ

っ
た
方
、
ま

た
は
、
支
部
長
が
特
に
そ
の
貢
献
を

認
め
た
方
に
対
し
、
理
事
長
並
び
に

支
部
長
表
彰
と
し
て
、
支
部
総
会
の

席
上
に
て
表
彰
を
行
い
ま
す
。

右
の
表
彰
は
、
所
属
支
部
長
の
推

薦
に
よ
り
、
支
部
か
ら
本
部

へ
の
申

請
と
な
り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

所
属
支
部
ま
た
は
、
本
部
ま
で
お
問

合
せ
下
さ
い
。

移
動
、
変
更
届
に
つ
い
て

住
所
変
更
、
氏
名
、
電
話
呑
号
を

変
更
さ
れ
た
場
合
は
必
ず

「
住
所
、

氏
名
、
変
更
届
」
を
必
ず
本
部
ま
で

届
け
て
く
だ
さ
い
。

他
府
県
に
転
居
さ
れ
、
新
し
い
支
部

に
転
入
さ
れ
る
場
合
は
、
「転
出
、
転

入
届
」を
本
部
ま
で
届
け
て
く
だ
さ
い
。

会
費
免
除
制
度
に
つ
い
て

同
門
会
に
継
続
し
Ｋ

二
〇
年
以
上

在
籍
し
、
七
十
七
歳
以
上
の
か
た
で

特
段
の
事
情
の
あ
る
会
貝
へ
の
福
祉

制
度
で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
部
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

学
生
会
員
に
つ
い
て

同
門
会
で
は
、
若
い
世
代
を
対
象

と
し
た
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、

学
生
会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
、
入

会
を
勧
め
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
本
部
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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記

広
報
部
に
な

っ
て
二
年
が
過
ぎ
、
ま
だ
ま
だ
先
生

方
に
頼

っ
て
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
写
真
の
選

定
や
原
稿
編
集
な
ど
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
紙
を
通
じ
皆
様
に
事
業
の
雰
囲
気
が
伝
わ

る
と
幸
い
で
す
。
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